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ア
メ
リ
カ
最
初
の
訓
練
看
護
婦
で
あ
る
リ
ン
ダ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ

（
自
・
少
』
．
四
号
胃
房
、
以
下
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
）
は
、
京
都
看
病
婦
学

校
で
の
看
護
教
育
を
担
う
た
め
、
一
八
八
五
年
一
二
月
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
を
発
ち
、
二
四
日
目
の
夜
に
横
浜
港
に
到
着
し
た
。
彼

女
が
初
め
て
目
に
し
た
日
本
の
光
景
は
回
想
記
な
ど
に
少
し
触
れ

ら
れ
て
い
る
が
、
誰
に
会
い
、
何
を
思
い
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な

道
程
で
京
都
に
至
っ
た
か
の
詳
細
は
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
に
さ
れ

て
は
い
な
い
。
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
宣
教
師
文
書
リ

チ
ャ
ー
ズ
書
簡
（
以
下
、
書
簡
）
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
回
想
記
（
以

下
、
回
想
記
）
、
弓
胃
］
眉
目
言
①
烏
ご
冨
昌
（
以
下
、
］
言
言
）
、

旨
目
ロ
巨
吋
①
只
々
（
以
下
、
己
．
）
な
ど
か
ら
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
横

浜
到
着
か
ら
京
都
へ
至
る
足
跡
と
そ
の
間
の
彼
女
の
日
本
体
験
を

探
り
た
い
。

４
リ
ン
グ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
来
日
直
後
の
足
跡

（
一
八
八
六
年
、
横
浜
か
ら
京
都
へ
）

１Ｊ
岡
山

１２

寧
子
・
依
田

和
美

［
横
浜
到
着
か
ら
神
戸
へ
］

］
弓
冒
に
お
い
て
、
一
八
八
五
年
一
二
月
二
九
日
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
発
、
一
月
二
一
日
横
浜
着
の
Ｑ
ｑ
ｇ
野
合
ご
号

（
シ
ョ
目
８
口
解
８
日
閏
）
到
着
者
名
簿
に
（
昂
盟
．
百
コ
．
鴎
）
と
、

一
月
二
三
日
横
浜
発
神
戸
長
崎
経
由
香
港
行
き
弓
ｇ
①
国
ロ
号

（
即
三
号
牌
２
日
閏
）
の
乗
船
者
名
簿
（
盲
二
・
ざ
）
に
彼
女
の
名
前

が
あ
る
。
書
簡
に
よ
る
と
、
横
浜
到
着
の
日
は
船
内
に
宿
泊
、
翌

朝
人
力
車
に
て
、
ル
ー
ミ
ス
氏
邸
（
国
民
ｚ
ｏ
，
圏
障
己
‘
）
を
訪

問
し
た
。
ル
ー
ミ
ス
氏
国
．
冒
○
目
、
）
は
長
老
派
教
会
の
宣
教

師
で
、
訪
問
当
時
は
ア
メ
リ
カ
聖
書
協
会
日
本
支
局
主
幹
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
。
彼
の
妻
が
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
宣
教
師
の
グ
リ

ー
ン
氏
ｅ
，
○
・
国
①
①
。
）
の
妹
で
あ
り
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
と
は
旧
知

の
間
柄
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ル
ー
ミ
ス
氏
と
親
交
が

あ
っ
た
ヘ
ボ
ン
医
師
Ｑ
・
の
出
８
９
日
）
に
も
会
っ
て
い
る
。
彼

は
一
八
八
三
年
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
全
体
会
議
で
の
決

議
、
「
日
本
で
の
看
護
教
育
の
推
進
」
に
対
し
て
時
期
尚
早
と
反

対
の
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
看
護
教
育
を
指
導
す
る
た
め
に
来
日

し
た
リ
チ
ャ
ー
ズ
と
の
や
り
と
り
は
興
味
深
く
、
二
人
の
間
で
日

本
や
京
都
の
諸
事
情
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
と
看
護
教
育
の
関
係
な
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ど
が
話
題
に
上
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
書
簡
に
は
「
大
変
暖
か

い
歓
迎
を
受
け
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
彼
女
は
訪

問
し
た
そ
の
日
の
夜
遅
く
、
横
浜
を
出
発
し
た
。

［
神
戸
か
ら
京
都
へ
、
そ
し
て
上
海
へ
］

書
簡
に
よ
る
と
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
は
横
浜
出
発
の
翌
日
の
一
月
二

四
日
昼
頃
神
戸
に
到
着
し
、
ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
神
戸
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
ジ
ェ
ン
ク
ス
氏
ｅ
・
言
ｏ
帝
邑
ｏ
雨
）
宅
（
函
皀
．
ｚ
○
・
ｇ
“
旨
・
）

に
行
き
、
一
週
間
程
滞
在
す
る
。
こ
の
間
の
出
来
事
を
み
る
と
、

二
五
日
、
神
戸
の
女
学
校
（
現
神
戸
女
学
院
）
に
携
わ
る
タ
ル
コ

ッ
ト
夫
人
臼
．
目
色
８
群
）
と
共
に
日
本
人
宅
で
の
集
会
に
行
く
。

婦
人
達
と
の
交
流
、
日
本
風
の
挨
拶
、
正
座
で
日
本
茶
を
飲
む
経

験
を
し
た
。
二
七
日
、
京
都
か
ら
看
護
学
校
設
立
準
備
に
当
た
っ

て
い
る
ベ
リ
ー
医
師
（
］
．
。
罵
邑
の
訪
問
を
受
け
る
。
こ
の
時

彼
か
ら
京
都
在
住
の
宣
教
師
デ
ー
ビ
ス
氏
含
・
ロ
思
量
の
）
夫
人

の
上
海
で
の
静
養
に
付
き
添
う
こ
と
を
打
診
さ
れ
、
彼
女
は
了
承

す
る
。
二
八
日
の
朝
、
京
都
で
ベ
リ
ー
氏
と
共
に
看
護
学
校
購
入

予
定
地
を
見
学
す
る
。
彼
女
は
こ
の
時
、
学
校
設
立
の
実
感
を
得

て
い
る
。
一
方
、
ベ
リ
ー
の
書
簡
に
は
、
同
日
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
は

デ
ー
ビ
ス
夫
妻
と
共
に
神
戸
に
戻
り
、
三
一
日
、
神
戸
を
出
発
、

長
崎
に
二
・
三
日
滞
在
後
、
上
海
へ
向
か
う
と
記
さ
れ
て
い
る
。

彼
女
の
書
簡
に
も
三
一
日
は
長
崎
行
き
の
船
内
に
お
り
、
日
本
船

な
の
で
小
型
で
居
心
地
が
悪
い
と
訴
え
て
い
る
。
ま
た
、
五
月
頃

ま
で
滞
在
予
定
と
記
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
も
っ
と
早
く
戻
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ベ
リ
ー
医
師
は
、
当
初
タ
ル
コ
ッ
ト
女
史

を
付
き
添
い
に
と
考
え
て
い
た
が
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
来
日
に
よ
り

変
更
し
て
い
る
。
リ
チ
ャ
ー
ズ
は
そ
の
要
請
を
「
神
の
導
き
」
と

と
ら
え
、
目
的
地
京
都
に
は
ほ
ん
の
短
時
間
滞
在
し
た
だ
け
で
上

海
に
立
つ
。

こ
れ
ら
か
ら
、
リ
チ
ャ
ー
ズ
に
は
宣
教
看
護
婦
と
し
て
、
看
護

教
育
だ
け
で
な
く
宣
教
師
の
健
康
管
理
へ
の
役
割
を
も
期
待
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
彼
女
は
上
海
滞
在
中
も
日
本
語
を

学
び
た
い
と
い
う
希
望
を
持
ち
、
日
本
で
の
看
護
活
動
や
看
護
教

育
へ
の
熱
意
を
示
し
て
い
る
が
、
日
本
で
の
看
護
教
育
に
携
わ
る

の
は
し
ば
ら
く
後
の
こ
と
と
な
る
。

（
京
都
府
立
医
科
大
学
医
学
部
看
護
学
科
）

（
前
大
阪
府
立
看
護
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
）


